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あとがき
およそ30年前，私が臨床神経心理学を志した頃「よりによって，なぜそのような領域を選ぶ

のか？」と多くの先輩・後輩に聞かれた。理由はいくつもあったが，第１に恩師平山惠造先生か

ら教えを受けていた神経症候学の延長として，大脳病変の神経症候学を身につけたくて神経心

理学の臨床を勉強したいと思ったのである。「神経症候学はもう古い。何も発見はない」と本気

で心配してくれる先輩もいた。

しかし，本号特集を読むと，この30年間に，本邦で臨床神経心理学・神経症候学の新規発見

がいくつもあったことがわかる。私自身もこれらの発見に一部関係することができた。臨床神経

心理学を志してよかった，と今心から思う。

週に１回外来をしていた鶴見の病院に，友人塩田純一先生が１枚のＸ線CT写真を持ってき

た。あまり感情を表に出さない彼にしては珍しく興奮した様子であった。診察室のシャーカステ

ンに写真をさっと掲げ，「これどう思う？」といった。その画像所見は今でも私の脳裏に鮮明に

焼きついている。右の脳梁膨大後域に限局した小さな高吸収域があった。「タクシーの運転手さ

んで，運転中に道順がわからなくなった」，ということであった。塩田先生と私は一緒に大いに

興奮して，今後の検討事項を整理した。本号特集で高橋伸佳先生が書いている「道順障害」の，

何番目かに経験した症例である。プロフェッショナルの運転手が道順能力を失ったので，詳しい

検討をさせていただくことができた。高橋先生は休日に自宅のある千葉から鶴見まで通って検

査した。グループで相談し，学会で発表し，論文にするまで皆ずーっと幸せであった。

山鳥 重先生の「語義失語」，岩田 誠先生の「読み書きの二重回路モデル」，田代邦雄先生の

「逆Chaddock徴候」，いずれの論文も，これらの症候の発見過程と現代的意味が書かれている。

難解と思われている症候が実に平易に，さりげなく提示されており，どれも力作である。

最後に，平山惠造先生の「母指/母趾さがし試験」論文を読んで目が覚めた。日本語表現の重

要さを再度確認する必要がある，と感じたからである。直接指導を受けた先生の論文であるし，

内容は千葉大時代にお手伝いしたものでもあり，どのように書かれているのかには興味を持っ

ていた。しかし，この総説論文は平山先生の従来の論文の書きようとはかなり異なっている。こ

れまでの論文にはない明確な意図が加わっている。それは，神経症候の診方を正しく伝えようと

する激しい意欲である。吟味された用語が使われ，正確な表現で，さらに目次・下線・注意事項

などの工夫が添えられ，図もオリジナル論文で使われたものが改変され洗練されている。神経症

候学伝承の強い姿勢を感じさせる。まるで時代に逆行するかのような現象学的徹底性を批判す

る人もいるかもしれない。英文論文執筆が大切で，研究者にとって日本語総説はあまり意味がな

い，という立場も理解できる。でも私は，若い読者に，どのような専門領域であっても正しい日

本語で書かれたこの論文を読んでほしい。そして，このような論文の書き方があることを知って

いてほしい，と思う。私たちは日本語で思考しているのだから。

（河村 満)
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